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◎
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命

に
関
し
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

８
月
31
日
付
で
教
育
委
員
会

委
員
を
辞
職
し
た
八
重
樫
勝

ま
さ
る

氏

（
盛
岡
市
）
の
後
任
に
�
橋
和か

ず

夫お

氏
（
松
尾
寄
木
）
を
、
ま
た
、

11
月
14
日
で
任
期
満
了
の
小
山

田
洋よ

う

子こ

さ
ん
（
上
の
山
）
を
引

き
続
き
教
育
委
員
会
委
員
に
任

命
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◎
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

せ
ん
に
関
し
意
見
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

12
月
31
日
で
人
権
擁
護
委
員

の
任
期
が
満
了
す
る
畠
山
吉よ

し

男お

氏
（
平
舘
）
と
�
橋
ミ
エ
さ
ん

（
平
笠
）
の
後
任
と
し
て
、
�

橋
末す

え

治じ

氏
（
平
舘
）
と
�
橋
さ

よ
さ
ん
（
田
頭
）
を
、
そ
れ
ぞ

れ
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
と
し

て
推
せ
ん
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

田山郵便局向いの三浦光男さん宅では、矢神川の増水で家屋の基礎部分が流失しました

2

市議会 9 月定例会は、9 月11日から27日まで開催しました。今回

の定例会では、決算特別委員会を設置し、平成18年度一般会計など

の決算を審査しました。また、会期中の 9 月17日に発生した集中

豪雨は、安代地区を中心に床上浸水や道路流失など大規模な被害が

生じたため、22日には産業建設常任委員会が現地調査を行いました。

また、議会最終日の27日には、本会議の開会時間を遅らせた上で全

議員による現地調査を実施し、市当局提案の災害復旧関連補正予算

と、産業建設常任委員会提案の「集中豪雨への対策及び被災者への

支援を求める意見書」を可決。国と県に意見書を提出しました。

全
会
一
致
で
可
決
し
た
も
の小山田洋子さん

9月定
例会

現
地
の
被
害
状
況
を
調
査 
現
地
の
被
害
状
況
を
調
査

現
地
の
被
害
状
況
を
調
査 
現
地
の
被
害
状
況
を
調
査 

会
期
中
の
９
月
17
日
に
集
中
豪
雨
が
発
生橋和夫 氏

橋さよさん 橋末治 氏



◎
八
幡
平
市
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

育
児
休
業
か
ら
復
帰
し
た
職

員
が
、
昇
給
な
ど
で
不
利
に
な

ら
な
い
よ
う
に
調
整
す
る
も
の

で
す
。（
10
月
１
日
施
行
）

◎
八
幡
平
市
奨
学
金
貸
付
基
金

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

基
金
を
５
０
０
０
万
円
か
ら

５
１
０
０
万
円
に
増
額
す
る
も

の
で
す
。（
10
月
１
日
施
行
）

◎
八
幡
平
市
公
民
館
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

市
立
浅
沢
公
民
館
の
位
置

を
、
中
佐
井
地
内
か
ら
、
岩
木

向
地
内
（
浅
沢
神
楽
伝
承
館
）

に
改
め
る
も
の
で
す
。
（
11
月

１
日
施
行
）

◎
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の

八
幡
平
市
長
の
資
産
等
の
公
開

に
関
す
る
条
例
及
び
八
幡
平
市

個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

10
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
た

郵
政
民
営
化
に
伴
い
、
所
要
の

整
備
を
す
る
も
の
で
す
。
（
10

月
１
日
施
行
）

◎
安
代
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
建

築
工
事
の
変
更
請
負
契
約
の
締

結
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

６
月
に
請
負
契
約
を
締
結
し

た
工
事
の
一
部
を
変
更
す
る
た

め
、
変
更
請
負
契
約
を
締
結
す

る
も
の
で
す
。

◎
平
成
19
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
５
億

４
０
６
万
１
０
０
０
円
を
追
加

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
庁
舎
整
備
基
金
積
立
金
２
億

円▼
経
営
委
託
部
分
林
立
木
売
払

分
収
交
付
金
５
１
３
万
円

▼
財
政
調
整
基
金
積
立
金
２
億

５
０
０
万
円

▼
自
立
支
援
医
療
給
付
費
４
５

０
万
円

▼
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備

等
交
付
金
１
０
８
０
万
円

▼（
仮
称
）
安
比
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
構
想
調
査
業
務

委
託
料
32
万
円

▼
学
校
給
食
運
搬
車
購
入
費
１

３
０
１
万
円

問

歳
入
で
、
児
童
扶
養
手
当

給
付
費
負
担
金
の
県
支
出
金
が

３
２
２
５
万
円
減
額
さ
れ
た
理

由
は
。

答

平
成
18
年
度
の
法
律
改
正

に
よ
り
、
国
・
県
・
市
そ
れ
ぞ

れ
の
負
担
の
率
が
変
わ
っ
た
。

市
福
祉
事
務
所
の
設
置
で
県

負
担
が
な
く
な
り
、
市
が
負
担

す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
そ

の
財
源
は
、
総
合
補
助
金
で
措

置
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

問

普
通
地
方
交
付
税
が
減
っ

て
い
く
見
通
し
で
あ
り
、
借
金

返
済
に
充
当
し
た
残
り
が
使
え

る
額
だ
と
す
れ
ば
、
庁
舎
建
設

よ
り
も
住
民
生
活
に
お
金
を
回

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

庁
舎
建
設
は
、
合
併
協
定

が
議
決
さ
れ
合
併
時
の
約
束
事

で
あ
る
。
本
年
度
の
普
通
交
付

税
は
70
億
円
台
で
あ
り
、
平
成

26
年
度
以
降
は
50
億
円
台
後
半

の
見
通
し
で
あ
る
。
庁
舎
整
備

基
金
積
み
立
て
に
つ
い
て
は
、

補
正
の
２
億
円
を
含
め
て
６
億

円
と
な
る
。
後
の
４
億
円
に
つ

い
て
も
、
予
算
編
成
を
し
て
果

た
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問

平
成
21
年
ま
で
の
集
中
改

革
プ
ラ
ン
で
35
億
円
を
削
減
し
、

さ
ら
に
歳
出
削
減
を
し
な
い
と

実
質
公
債
比
費
比
率
15
％
が
達

成
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の

後
に
は
何
を
削
減
す
る
の
か
。

答

現
在
の
実
質
公
債
費
比
率

18
・
７
％
を
、
平
成
25
年
ぐ
ら

い
に
は
15
％
を
目
標
に
、
18
％

を
超
え
な
い
よ
う
に
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
総
合
計
画
の
実

施
計
画
の
中
で
、
普
通
建
設
事

業
で
調
整
す
る
か
、
そ
れ
以
外

の
行
政
部
門
で
す
る
か
を
言
え

る
状
況
で
は
な
い
が
、
長
期
財

政
的
な
調
整
が
必
要
で
あ
る
。

（
一
般
会
計
に
続
い
て
提
案
さ

れ
た
特
別
会
計
４
会
計
と
事
業

会
計
１
会
計
の
補
正
予
算
は
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
）

3

賛
成
多
数
で
可
決
し
た
も
の

9 月定例会最終日の 9 月27日、

集中豪雨の災害復旧工事測量設計

業務や砕石購入など、総額7,988万

8,000円を追加しようとする一般

会計補正予算（第 4号）が追加提

案され、全会一致で可決しました。

問 災害復旧の自己負担はいくら

になるか。

答 災害復旧事業分担金徴収条例

では、事業費から補助額を差し引

いた額の80％の範囲内となる。仮

に100万円の工事費に対し90％の

国庫補助となると、残り10万円の

80％、8万円が分担金となる。

増水で寸断された市道田沢黒森線（田沢）

災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決災害関連予算を可決

田頭小学校 3 年生が議事堂を
見学しました（10月 2 日）



歳
入
全
般

問

市
税
滞
納
に
対
し
て
、
差

し
押
さ
え
の
基
準
は
何
か
。

答

法
的
に
は
、
督
促
状
発
送

の
10
日
後
に
は
可
能
で
あ
る
。

問

差
し
押
さ
え
た
物
に
時
効

は
あ
る
の
か
。

答

時
効
は
な
い
。

問

猟
銃
や
弾
丸
の
差
し
押
さ

え
は
、
法
的
に
問
題
な
い
か
。

答

警
察
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
、

法
的
に
も
問
題
な
く
や
っ
て
い
る
。

民
　
生
　
費

問

敬
老
会
に
使
用
し
た
弁
当

の
発
注
に
、
無
理
な
計
画
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答

弁
当
に
つ
い
て
大
変
不
手

際
が
あ
っ
た
。
発
注
に
つ
い
て

は
内
部
検
討
し
、
来
年
に
向
け

て
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問

老
人
介
護
施
設
の
待
機
者

数
の
状
況
は
。

答

３
月
現
在
、
老
人
福
祉
施

設
で
３
０
６
人
、
介
護
老
人
保

健
施
設
で
86
人
の
方
が
待
機
し

て
い
る
。

問

低
所
得
者
の
入
所
に
最
低

必
要
な
額
は
ど
の
程
度
か
。

答

「
む
ら
さ
き
苑
」
利
用
の

場
合
、
利
用
料
に
居
住
費
、
食

費
を
加
え
る
と
、
要
介
護
３
の

方
で
４
万
６
８
０
０
円
、
要
介

護
５
の
方
で
８
万
７
３
０
円
の

費
用
が
必
要
で
あ
る
。

問

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
の
増
床

計
画
を
検
討
し
て
い
る
か
。

答

市
内
４
カ
所
、
合
計
で
30

人
以
上
が
利
用
で
き
る
小
規
模

多
機
能
施
設
を
計
画
し
、
業
者

を
募
集
中
で
あ
る
。

衛
　
生
　
費

問

八
幡
平
市
公
共
衛
生
対
策

事
業
補
助
金
１
５
０
万
円
の
う

ち
、
１
２
０
万
円
は
支
部
に
交

付
し
て
い
る
。
連
合
会
と
し
て

の
活
動
が
無
い
の
で
は
。

答

事
業
の
相
違
な
ど
で
一
気

に
統
合
で
き
な
か
っ
た
。
今
後

は
、
支
部
と
連
合
会
統
一
化
の

方
向
で
検
討
す
る
。

問

予
防
検
診
は
無
料
化
で
受

診
者
も
増
え
て
い
る
が
、
な
ぜ

安
代
地
区
の
予
防
検
診
率
が
西

根
地
区
の
倍
以
上
な
の
か
。

答

旧
安
代
町
は
、
個
人
負
担

を
自
治
体
で
持
つ
と
い
う
歴
史

も
あ
る
か
ら
で
は
な
い
か
。

問

婦
人
検
診
が
隔
年
受
診
で

あ
る
理
由
は
。

答

現
在
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

ー
は
検
診
精
度
が
高
く
、
国
の

指
導
で
２
年
に
１
回
と
し
た
。

4

大
勢
の
人
出
で
に
ぎ
わ
っ
た
「
山
賊
ま
つ
り
」（
10
月
６
日
〜
８
日
）

決算特別委員会

決算特別委員会

決算特別委員会（田村孝委員長、古川津好副委員長）は、9月20
日から26日まで開催しました。この特別委員会は、議長を除く市議
会議員全員で構成。平成17年9月に合併した本市が初めて通年予算
を執行した平成18年度一般会計、特別会計8会計および企業会計2
会計を審議し、いずれも原案どおり認定することに決まりました。

18年度歳出総額は162億円



農
林
水
産
業
費

問

国
有
地
借
り
上
げ
料
３
０

０
万
円
と
あ
る
が
、
買
い
取
る

考
え
は
な
い
か
。

答

七
時
雨
牧
野
の
分
で
あ
り
、

今
後
も
継
続
し
て
借
り
る
が
、

将
来
的
に
は
検
討
し
て
い
く
。

問

輸
入
飼
料
が
高
騰
し
て
い

る
が
分
析
と
対
策
を
伺
う
。

答

飼
料
米
へ
の
転
換
な
ど
、

制
度
を
上
手
に
使
い
、
全
農
な

ど
流
通
機
関
の
体
制
が
講
じ
ら

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

商
　
工
　
費

問

第
三
セ
ク
タ
ー
経
営
の
方

向
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。

答

合
併
統
合
し
、
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
を
大
き
く
し
て
多
角

経
営
の
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

問

貸
工
場
の
現
状
は
。

答

３
社
入
居
、
雇
用
は
35
人

で
あ
る
。
企
業
誘
致
に
関
し
て

は
、
25
社
１
６
５
０
人
で
あ
る
。

土
　
木
　
費

問

大
更
西
線
の
17
年
工
事
個

所
で
陥
没
が
あ
っ
た
。
原
因
と

責
任
は
ど
こ
に
あ
る
か
。

答

責
任
は
、
局
部
的
な
谷
地

を
予
測
で
き
な
か
っ
た
市
に
あ

る
。
約
２
０
０
万
円
の
工
事
費

で
本
年
度
工
事
を
し
た
い
。

問

道
路
用
地
を
購
入
す
る

際
、
安
代
地
区
と
他
地
区
に
差

が
あ
り
、
不
平
等
で
は
な
い
か
。

答

新
規
買
収
で
は
統
一
単
価

で
実
施
し
た
部
分
も
あ
る
。
今

後
、
不
平
等
が
生
じ
な
い
在
り

方
を
考
え
て
い
く
。

5

貸工場（写真奥）の隣では、道の駅にしね
の駐車場を拡幅する工事が行われています

決算特別委員会

平成18年度　各会計の決算状況（金額は、1万円未満を四捨五入）

会　　計　　名 収　入　額 支　出　額

一般会計 167億2,083万円 162億3,170万円

国民健康保険（事業勘定） 33億7,871万円 32億9,534万円

老人保健 32億8,823万円 31億5,707万円

公共下水道事業 9億 762万円 8億5,259万円

農業集落排水事業 11億1,225万円 10億8,753万円

浄化槽事業 8,644万円 8,038万円

国民健康保険（診療施設勘定） 3億 295万円 2億9,018万円

索道事業 1,863万円 1,608万円

公共用地先行取得事業 412万円 412万円

収益的収支 6億5,393万円 6億5,781万円

資本的収支 1,513万円 3,352万円

収益的収支 5億3,252万円 4億8,021万円

資本的収支 1億4,497万円 3億8,149万円

特
　
別
　
会
　
計

企
業
会
計

西根病院事業

水道事業



教
　
育
　
費

問

安
代
小
学
校
プ
ー
ル
は
開

閉
式
屋
根
で
、
冬
は
積
雪
で
壊

れ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
開
い
た

状
態
に
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

設
計
時
に
十
分
検
討
し
た
か
。

答

旧
安
代
町
で
検
討
し
た
が
、

当
初
期
待
し
た
も
の
に
は
残
念

な
が
ら
な
り
得
な
か
っ
た
。

問

ジ
ャ
ン
プ
ス
キ
ー
の
ジ
ュ

ニ
ア
育
成
の
た
め
、
教
員
な
ど

の
指
導
者
の
体
制
は
。

答

県
内
で
は
指
導
で
き
る
教

員
が
少
な
い
状
況
で
あ
る
。

問

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

の
長
旒
旗
が
旧
町
村
の
ま
ま
で

あ
る
。
統
一
で
き
な
い
か
。

答

１
旗
十
数
万
円
す
る
こ
と

か
ら
、
今
後
検
討
し
た
い
。

予
　
備
　
費

問

９
月
17
日
の
大
雨
で
浸
水

し
た
家
屋
の
消
毒
は
万
全
か
。

答

翌
日
か
ら
薬
剤
散
布
を
し
、

床
下
浸
水
に
つ
い
て
も
必
要
な

個
所
に
は
対
応
し
た
。

問

水
害
で
発
生
し
た
ゴ
ミ
の

処
理
は
。

答

被
災
者
が
分
か
り
や
す
い

場
所
へ
出
し
、
業
者
が
収
集
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

問

被
災
者
へ
見
舞
金
な
ど
の

支
援
は
何
か
あ
る
か
。

答

災
害
援
助
法
の
適
用
が
な

い
と
難
し
い
。

問

農
作
物
被
害
へ
の
対
応
は
。

答

水
稲
は
共
済
が
あ
る
が
、

リ
ン
ド
ウ
な
ど
は
救
済
制
度
が

な
い
の
で
残
念
な
状
況
だ
。

問

生
活
用
水
や
防
災
用
水
と

し
て
の
機
能
も
あ
る
農
業
用
水

路
を
早
く
復
旧
す
べ
き
だ
。

答

地
域
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に

な
り
、
早
く
復
旧
し
た
い
。

問

被
災
者
へ
の
市
民
税
な
ど

の
減
免
は
で
き
な
い
か
。

答

固
定
資
産
税
は
家
屋
崩
壊
、

埋
没
以
外
は
、
ほ
と
ん
ど
該
当

し
な
い
。
市
民
税
は
災
害
減
免

制
度
が
な
く
、
必
要
な
場
合
は

条
例
制
定
が
必
要
で
あ
る
。

国
保
特
別
会
計

問

来
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ

る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

75
歳
以
上
す
べ
て
の
高
齢
者
が

保
険
料
を
納
め
る
が
、
１
人
当

た
り
い
く
ら
に
な
る
予
定
か
。

答

11
月
に
決
定
さ
れ
る
見
込

み
で
あ
る
。
現
時
点
で
の
全
国

6

18
年
度
決
算
の
市
税
収
入

は
29
億
８
６
０
０
万
円
、
前

年
比
１
７
０
０
万
円
の
減
少

で
、
11
年
度
の
34
億
７
０
０

０
万
円
を
頂
点
に
減
少
が
続

い
て
い
る
ほ
か
、
実
質
公
債

費
比
率
18
・
５
％
、
経
常
収

支
比
率
91
・
７
％
と
悪
化
し

て
い
る
。

集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
は
、

保
育
所
統
廃
合
や
各
種
補
助

金
削
減
な
ど
が
あ
り
、
市
民

の
負
担
増
が
危き

惧ぐ

さ
れ
る
。

厳
し
い
財
政
状
況
打
開
に

無
駄
遣
い
は
許
さ
れ
ず
、
新
庁
舎
建
設

は
問
題
だ
。
市
政
の
原
則
は
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
精
神
で
あ
り
、
市
民
と
の

信
頼
関
係
構
築
で
あ
る
。
合
併
協
定
項

目
の
再
検
討
と
新
庁
舎
建
設
の
見
直
し

を
強
く
求
め
、
庁
舎
建
設
基
金
へ
の
積

立
金
を
支
出
し
た
18
年
度
一
般
会
計
決

算
認
定
に
対
し
、
反
対
討
論
と
す
る
。

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳

し
い
中
、
18
年
度
決
算
を
見
る
と
、
歳

入
歳
出
差
引
額
は
４
億
８
９
１
２
万
５

０
０
０
円
、
繰
越
額
の
７
９
５
５
万
６

０
０
０
円
を
除
く
実
質
収
支
額
は
４
億

９
５
６
万
９
０
０
０
円
で
、
手
堅
い
財

政
運
用
と
評
価
す
る
。

18
年
度
実
績
で
は
、
児
童
手
当
支
給

事
業
の
拡
大
、
放
課
後
児
童

健
全
育
成
事
業
の
実
施
を
は

じ
め
、
各
般
に
わ
た
り
施
策

が
展
開
さ
れ
た
。

今
後
ま
す
ま
す
増
大
、
多

様
化
す
る
住
民
の
要
望
に
的

確
な
対
応
を
求
め
ら
れ
る
が
、

財
政
環
境
、
緊
急
度
、
重
要

度
な
ど
を
十
分
検
討
し
、
市

域
の
均
衡
あ
る
発
展
や
一
体

感
醸
成
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、

市
民
の
負
託
に
応
え
る
市
政

運
営
を
期
待
し
、
賛
成
討
論

と
す
る
。

橋
　
悦
郎
　
議
員

小
野
寺
　
昭
一
　
議
員

反対

賛成
討論賛成

反対

決算特別委員会

開閉式屋根を備える安代小学校プール



平
均
保
険
料
は
、
１
人
月
６
２

０
０
円
と
示
さ
れ
て
い
る
。

問

収
入
が
月
13
万
円
の
母
子

家
庭
で
、
国
保
税
が
年
20
万
円

か
か
る
。
減
免
制
度
は
な
い
か
。

答

現
状
の
税
法
上
で
は
で
き

な
い
。
徴
収
期
間
延
長
や
延
滞

金
免
除
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

病
院
事
業
会
計

問

市
総
合
発
展
計
画
の
前
期

計
画
の
中
で
、
西
根
病
院
の
移

転
、
新
築
を
検
討
す
る
と
あ
る

が
、
検
討
し
て
い
る
の
か
。

答

西
根
病
院
の
移
転
、
新
築

の
課
題
と
併
せ
て
、
病
院
経
営

の
課
題
に
つ
い
て
も
話
し
合
う

西
根
病
院
在
り
方
検
討
委
員
会

を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

問

一
般
会
計
か
ら
西
根
病
院

会
計
に
１
億
６
０
０
０
万
円
繰

り
出
し
て
い
る
が
、
交
付
税
に

算
定
さ
れ
る
額
は
。

答

普
通
交
付
税
に
地
方
債
分

５
７
７
万
円
と
病
床
数
分
２
８

７
０
万
円
、
特
別
交
付
税
に
不

採
算
地
区
分
５
７
８
６
万
円
、

計
９
２
０
０
万
円
ほ
ど
に
な
る
。

水
道
事
業
会
計

問

市
水
道
事
業
基
本
計
画
の

中
で
、
西
根
と
松
尾
の
水
道
を

統
合
す
る
と
あ
る
が
、
需
要
予

測
に
対
す
る
給
水
能
力
は
。

答

西
根
、
松
尾
合
わ
せ
て
許

可
時
の
配
水
量
は
１
日
１
万
５

３
１
９
立
方
�
で
、
給
水
量
の

将
来
見
込
み
は
１
万
３
５
０
０

立
方
�
で
あ
る
。

問

西
根
と
松
尾
の
水
道
統
合

は
必
要
か
。

答

合
併
効
果
を
考
え
た
結
論

だ
。
西
根
は
水
が
厳
し
く
、
安

定
供
給
の
た
め
松
尾
の
水
を
確

保
す
る
趣
旨
も
あ
る
。

問

水
道
事
業
計
画
で
、
水
道

料
金
の
引
き
上
げ
が
示
さ
れ
て

い
る
が
。

答

将
来
を
見
越
し
、
段
階
的

に
見
直
す
総
括
原
価
主
義
で
判

断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

総
括
質
問

問

新
庁
舎
建
設
は
、
検
討
委

員
会
で
早
く
青
写
真
を
作
り
、

示
す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

答

10
月
に
２
回
目
の
庁
内
検

討
委
員
会
を
予
定
し
て
い
る
。

庁
外
検
討
委
員
会
の
在
り
方
な

ど
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

問

合
併
協
定
項
目
で
あ
る
総

合
支
所
方
式
は
、
利
用
す
る
市

民
の
立
場
を
優
先
し
、
実
質
的

に
分
庁
舎
方
式
に
な
っ
た
。
同

じ
合
併
協
定
項
目
で
あ
る
新
庁

舎
建
設
も
見
直
す
べ
き
だ
。

答

行
政
組
織
や
機
構
改
革
は

実
施
し
た
が
、
総
合
支
所
方
式

は
変
え
て
い
な
い
。
新
市
事
務

所
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
合
併

協
議
会
で
限
り
な
く
議
論
し
た

も
の
で
あ
り
、
尊
重
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

7

決算特別委員会

無形民俗文化財であることを表す長旒旗（写真中央）

9月定例会では、提出された請願5件のう
ち4件を採択、1件を継続審査としたほか、
議員による発議案は7件すべて可決し、国や
県などに意見書を提出しました。

◎義務教育費国庫負担制度堅持及び負担割合
二分の一復元を求める請願（請願者：県教職
員組合岩手支部）

3 分の 1 となった国の負担割合の復元を求

めるもの（採択。意見書を国に提出）

◎教育予算の拡充、教職員定数の改善を求め
る請願（請願者：県教職員組合岩手支部）
30人以下学級の実現などを求めるもの（採

択。意見書を国に提出）

◎国民医療を守るための請願（請願者：岩手
郡医師会）

国の医療費抑制政策に反対するもの（採択。

意見書を国に提出）

◎乳幼児医療費無料制度の創設を求める国へ
の意見書採択に関する請願（請願者：新日本
婦人の会岩手県支部ほか）

乳幼児医療費無料制度の創設を求めるもの

（採択。意見書を国に提出）

◎飼料価格の高騰による農家負担の軽減と国
産飼料の増産、循環型畜産の発展を図る施策
を求める請願（請願者：農民運動県連合会）
飼料作物の高騰から畜産経営の保護を求め

るもの（継続審査）

◎岩手県後期高齢者医療広域連合規約の改正
を求める意見書
全市町村から広域連合議会議員の選出を求

めるもの（可決。広域連合に意見書を提出）

◎教科書検定に関する意見書
沖縄戦の事実を正しく伝えることを求める

もの（可決。意見書を国に提出）

◎集中豪雨への対策及び被災者への支援を求
める意見書
9 月17日発生の大雨災害からの早期復旧を

求めるもの（可決。意見書を国・県に提出）

請願・発議案
1件は継続審査



8

一般質問
今回質問した項目

・市の財政健全化について
・市の人材育成と文化力について
・市道｢堀切東線｣の舗装について
・市の感性・造形教育指導について

田
中
議
員

本
市
の
財
政
健
全

化
に
つ
い
て
伺
う
。
自
治
体
財

政
健
全
化
法
成
立
へ
の
市
の
対

応
、
ま
た
、
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド

の
危
念
は
な
い
か
。

市
長

今
、
地
方
公
共
団
体
の

財
政
健
全
化
に
関
す
る
法
律
の

施
行
を
に
ら
み
な
が
ら
財
政
運

営
を
し
て
い
る
。
実
質
赤
字
比

率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実

質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比

率
の
四
つ
の
健
全
化
判
断
比
率

の
具
体
的
な
算
出
方
法
や
早
期

健
全
化
基
準
、
財
政
再
生
基
準

の
数
値
は
国
か
ら
示
さ
れ
る
が
、

平
成
20
年
度
予
算
編
成
に
向
け

て
企
業
会
計
な
ど
を
含
め
た
一

層
の
財
政
健
全
化
を
認
識
し
て

い
る
。
実
質
公
債
費
比
率
は
そ

の
年
度
を
含
め
た
過
去
３
カ
年

の
平
均
値
を
用
い
る
の
で
、
本

市
は
17
年
度
が
17
・
９
％
、
18

年
度
は
18
・
５
％
と
厳
し
い
数

字
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
４
年

間
は
18
％
を
超
え
る
見
込
み
と

想
定
す
る
が
、
将
来
的
に
は
実

質
公
債
費
比
率
15
％
以
下
を
め

ど
と
し
、
可
能
な
限
り
起
債
に

頼
ら
な
い
財
政
運
営
に
努
め
る

考
え
で
あ
る
。

田
中
議
員

市
の
前
期
建
設
計

画
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
な
ど
を

可
と
す
る
も
、
再
吟
味
や
検
討

の
必
要
は
な
い
か
。

市
長

財
政
環
境
状
況
は
今
後

も
厳
し
い
も
の
と
認
識
し
、
集

中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
事

務
事
業
を
抜
本
的
に
見
直
し
、

経
営
経
費
の
一
層
の
削
減
を
図

り
、
投
資
的
事
業
は
そ
の
優
先

度
、
緊
急
度
に
よ
り
厳
し
く
選

択
を
行
う
。
国
・
県
の
補
助
制

度
や
交
付
税
措
置
割
合
の
高
い

起
債
の
活
用
を
図
る
な
ど
、
後

年
度
に
及
ぼ
す
財
政
負
担
な
ど

に
十
分
配
慮
し
な
が
ら
新
市
建

設
へ
の
財
源
を
確
保
し
、
重
点

的
、
効
率
的
な
運
用
に
努
め
る

考
え
で
あ
る
。

田
中
議
員

市
の
人
材
育
成
や

文
化
力
の
具
体
策
は
。

市
長

各
課
所
属
の
個
別
事
業

に
係
る
研
修
や
指
導
者
養
成
な

ど
の
人
材
育
成
の
ほ
か
、
市
の

研
修
交
流
事
業
実
施
要
綱
で
女

性
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業
、
海
外

語
学
研
修
事
業
、
国
際
交
流
事

業
な
ど
を
支
援
し
て
い
る
。
文

化
力
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り

で
は
、
10
年
先
を
見
据
え
た
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
進
展

成
果
に
期
待
し
て
い
る
。

田
中
議
員

市
道
堀
切
東
線
の

舗
装
計
画
の
遅
滞
要
因
は
。

市
長

未
舗
装
の
２
キ
ロ
区
間

は
筆
界
未
定
地
が
多
数
で
市
道

と
の
境
が
確
定
せ
ず
、
用
地
買

収
が
不
可
能
と
な
り
道
路
工
事

が
実
施
で
き
な
か
っ
た
経
緯
で
、

こ
の
境
界
が
確
定
次
第
、
事
業

計
画
の
調
整
を
図
っ
て
い
く
。

田
中
議
員

児
童
・
生
徒
の
感

性
や
造
形
教
育
に
力
を
入
れ
た

対
策
が
あ
っ
て
よ
い
の
で
は
。

教
育
長

基
礎
基
本
の
確
か
な

学
力
と
豊
か
な
感
性
や
造
形
力

は
、
創
造
性
に
富
む
人
間
を
育

て
る
上
で
最
も
大
事
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
学
校
の
教
育

課
程
で
は
、
情
操
教
育
を
粗
末

に
す
る
こ
と
な
く
精
い
っ
ぱ
い

取
り
組
ん
で
い
る
。
創
造
性
や

感
性
を
は
ぐ
く
む
芸
術
祭
、
音

楽
発
表
会
な
ど
も
重
要
視
の
考

え
で
あ
る
。

政高会　田 中 榮
え

司
し

夫
お

議員

「
自
治
体
財
政
健
全
化
法
」
へ
の
市
の
対
応

可
能
な
限
り
起
債
に
頼
ら
な
い
財
政
運
営

（会派代表）

財政健全には、いくつもの高いハードルを越えなければなりません
（写真：市小学校陸上競技会）
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八起会　 橋 守
まもる

議員

一般質問

今回質問した項目

・スマートICについて

橋
議
員

国
内
の
高
速
道
路

で
は
、
全
国
各
地
で
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
（
ス
マ
ー
ト
・
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
略
。
下
欄
を
参
照
）

の
設
置
が
な
さ
れ
、
ま
た
は
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
残
念

な
が
ら
、
県
内
で
は
ま
だ
ス
マ

ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
設
置
は
な
い
が
、

他
県
で
は
積
極
的
に
導
入
が
図

ら
れ
、
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ

て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
導
入
に
よ

り
、
観
光
客
の
招
致
、
通
勤
時

間
の
短
縮
、
そ
れ
に
伴
う
一
般

道
路
の
渋
滞
緩
和
な
ど
が
見
込

ま
れ
る
。

ま
た
、
医
療
機
関
へ
の
時
間

短
縮
に
伴
う
救
命
率
の
向
上
が

期
待
さ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
八

幡
平
市
の
高
速
道
路
に
、
ス
マ

ー
ト
Ｉ
Ｃ
導
入
を
検
討
す
る
考

え
は
な
い
か
。

市
長

市
に
お
い
て
も
、
昨
年

か
ら
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
可
能
性

に
つ
い
て
探
っ
て
き
た
。

通
過
車
両
が
１
日
平
均
で
何

台
以
上
な
ど
と
い
っ
た
制
限
も

あ
る
が
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
構
想

は
、
八
幡
平
市
に
と
っ
て
も
観

光
あ
る
い
は
交
通
の
利
便
性
と

い
っ
た
も
の
を
総
合
的
に
考
え

た
場
合
、
重
要
な
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。

今
後
、
国
・
県
あ
る
い
は
高

速
道
路
管
理
者
と
協
議
を
重
ね

な
が
ら
、
実
現
に
向
け
て
頑
張

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｅ
Ｔ
Ｃ
（
道
路
料
金
自
動
収

受
シ
ス
テ
ム
）
専
用
の
、
簡
易

的
な
無
人
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

で
、
人
件
費
・
工
事
費
の
面
で

コ
ス
ト
が
大
き
く
削
減
さ
れ
ま

す
。
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
に
は
、
本

線
に
直
接
接
続
す
る
タ
イ
プ

と
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
や
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
接
続
す
る
タ

イ
プ
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
東
北
自
動
車
道
長
者

原
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
や
泉
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
な
ど
国
内
31
カ

所
で
本
格
運
用
し
て
い
る
ほ

か
、
福
島
県
の
鏡
石
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
な
ど
で
、
本
格
運
用

に
向
け
た
社
会
実
験
（
試
験
運

用
）
を
実
施
中
で
す
。

スマートIC導入の考え

実現に向けて頑張りたい

（会派代表）

設
置
経
費
が
少
な
い
た
め
、
全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
と
は

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
イ
メ
ー
ジ
図
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一般質問
今回質問した項目

・自然環境保全条例、景観条例の制定について
・地元学講座の必要性について
・文書管理の現状と今後の取り組みについて
・予算書の市民への配布について

橋
議
員

八
幡
平
市
は
、
八

幡
平
国
立
公
園
を
は
じ
め
七
時

雨
、
安
比
の
ブ
ナ
二
次
林
な
ど

風
光
明め

い

媚び

な
大
自
然
を
広
い
面

積
で
有
す
る
市
で
、
心
を
癒
や

す
素
晴
ら
し
い
風
景
、
美
し
い

山
野
草
、
お
い
し
い
水
が
あ
る
。

昨
今
、
自
然
景
観
や
保
護
に
対

す
る
国
民
の
関
心
が
強
く
な
っ

て
き
た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ

私
た
ち
の
周
り
に
は
、
ゴ
ミ
の

ぽ
い
捨
て
や
植
物
の
盗
難
が
見

ら
れ
る
。
ま
た
、
今
後
西
根
バ

イ
パ
ス
や
岩
手
山
１
号
線
が
開

通
す
る
と
、
そ
れ
に
伴
っ
て
い

ろ
い
ろ
な
開
発
が
起
き
、
自
然

環
境
や
風
景
が
変
化
し
て
ゆ

く
。
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、

自
然
環
境
保
全
条
例
、
景
観
条

例
の
制
定
が
必
要
だ
と
考
え

る
。
現
在
松
尾
地
区
に
暫
定
的

に
残
さ
れ
て
い
る
条
例
に
、
電

柱
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
色
、
ゴ

ミ
捨
て
禁
止
な
ど
の
規
制
を
加

え
た
も
の
を
市
の
条
例
と
し
て

制
定
し
、
市
の
自
然
景
観
を
守

っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
が
、

市
の
考
え
を
伺
う
。

市
長

環
境
に
対
す
る
基
本
方

針
を
示
す
、
環
境
基
本
条
例
の

制
定
と
環
境
基
本
計
画
の
策
定

を
行
い
、
ま
た
、
追
加
す
べ
き

新
た
な
景
観
形
成
地
区
を
検
討

の
上
、
条
例
を
制
定
し
た
い
。

地
元
学
講
座
の
必
要
性

橋
議
員

子
ど
も
た
ち
に
、

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
が
、
い

か
に
素
晴
ら
し
い
所
か
と
い
う

こ
と
を
教
え
、
誇
り
を
持
た
せ

る
た
め
、
こ
の
市
の
自
然
や
文

化
、
歴
史
な
ど
を
、
そ
れ
ぞ
れ

得
意
な
分
野
の
市
民
の
方
に
講

師
に
な
っ
て
も
ら
い
、
小
・
中

学
校
で
講
義
し
て
い
た
だ
く
必

要
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

教
育
長

公
民
館
事
業
な
ど
の

地
元
学
講
座
で
、
市
の
魅
力
を

伝
え
て
い
き
た
い
。

文
書
管
理
の
取
り
組
み

橋
議
員

文
書
管
理
に
つ
い

て
の
現
状
と
、
今
後
の
運
用
面

で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。
ま

た
、
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

（
必
要
に
応
じ
て
文
書
を
す
ぐ

に
取
り
出
せ
る
よ
う
に
整
理
・

保
管
す
る
こ
と
）
の
導
入
や
、

研
究
に
つ
い
て
の
認
識
を
伺
う
。

市
長

文
書
は
行
政
情
報
の
一

部
で
あ
り
、
適
正
に
管
理
さ
れ

る
事
が
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
、
情
報
公
開
へ
の
一
歩
と

認
識
し
て
い
る
。
管
理
運
用
に

つ
い
て
は
、
全
職
員
が
重
要
性

を
認
識
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
活
用

が
で
き
る
よ
う
に
研
修
を
重
ね

て
い
き
た
い
。

予
算
書
の
市
民
配
布
を

橋
議
員

各
事
業
や
財
政
状

況
な
ど
を
、
分
か
り
や
す
く
説

明
、
お
知
ら
せ
す
る
予
算
書
を

市
民
に
配
布
す
る
事
に
つ
い
て

の
考
え
を
伺
う
。

市
長

市
の
財
政
状
況
を
市
民

に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
良
い

の
か
、
公
会
計
制
度
の
研
究
と

一
緒
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

緑松会　 橋 俊
とし

彦
ひこ

議員

自
然
環
境
保
全
条
例
や
景
観
条
例
の
制
定

環
境
基
本
条
例
と
し
て
制
定
し
た
い

（会派代表）

八幡平温泉郷などでは、平成2年制定のふるさと景観条例により、
建物の色などが決められています（写真：八幡平温泉館森の湯）
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民政会　関　善
ぜん

次
じ

郎
ろう

議員

一般質問

今回質問した項目

・リンドウINSV感染について
・ヤマブドウについて
・市道の除雪について

関
議
員

鉢
リ
ン
ド
ウ
が
Ｉ
Ｎ

Ｓ
Ｖ
（
昆
虫
を
介
し
茎
や
葉
を

変
色
さ
せ
る
ウ
イ
ル
ス
）
に
感

染
し
、
６
万
鉢
余
り
と
苗
を
焼

却
処
分
し
た
が
、
損
害
総
額
は
。

市
長

18
年
度
単
価
で
仮
定
す

る
と
、
三
千
数
百
万
円
に
な
る
。

関
議
員

被
害
を
受
け
た
生
産

農
家
に
、
な
る
べ
く
早
く
補
償

金
を
支
払
う
べ
き
と
思
う
が
、

補
償
金
額
は
確
定
し
た
か
。

市
長

二
千
万
円
か
ら
二
千
数

百
万
円
程
度
と
予
想
し
て
お
り
、

親
株
を
廃
棄
し
た
育
苗
者
は
約

１
６
０
万
円
と
試
算
し
て
い
る
。

関
議
員

鉢
な
ど
の
材
料
代
の

請
求
書
を
配
布
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
早
め
に
支
払
う
よ

う
に
努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

産
業
建
設
部
長

生
産
者
と
の

協
議
に
今
す
ぐ
取
り
掛
か
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
和
解
し
た

形
で
早
め
に
対
応
し
た
い
。

関
議
員

今
後
二
度
と
発
生
し

な
い
よ
う
万
全
な
再
発
防
止
策

が
必
要
だ
。
検
討
し
て
い
る
か
。

市
長

ウ
イ
ル
ス
検
定
で
無
病

が
確
認
さ
れ
た
株
を
培
養
す
る

こ
と
が
大
事
で
、
抗
原
抗
体
反

応
と
遺
伝
子
診
断
を
組
み
合
わ

せ
た
検
査
方
法
を
確
立
し
た
い
。

ま
た
、
バ
イ
オ
苗
や
親
株
の
隔

離
栽
培
も
重
要
で
、
建
設
予
定

の
雪
冷
房
バ
イ
オ
生
産
施
設
が

完
成
す
る
と
可
能
に
な
る
。

ヤ
マ
ブ
ド
ウ
の
販
売
は

採
算
性
の
合
う
単
価
で

関
議
員

ヤ
マ
ブ
ド
ウ
の
本
年

度
予
定
生
産
量
お
よ
び
、
各
販

売
先
別
の
数
量
と
単
価
を
伺
う
。

市
長

本
年
度
の
生
産
量
１
０

０
ト
ン
を
１
㎏
当
た
り
２
５
０

円
で
購
入
し
て
い
た
だ
く
よ
う

�
巻
高
原
食
品
加
工
株
式
会
社

に
お
願
い
し
て
き
た
が
、
購
入

や
単
価
は
非
常
に
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。

関
議
員

最
低
で
も
採
算
の
合

う
単
価
で
買
い
入
れ
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

市
長

契
約
当
初
の
４
５
０
円

か
ら
、
昨
年
は
２
５
０
円
に
落

ち
た
。
こ
の
単
価
の
落
ち
込
み

は
当
然
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
１
㎏
当
た
り
80
円
程
度

と
い
う
国
内
相
場
も
理
解
し
て

も
ら
い
、
今
後
を
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
、

価
格
交
渉
団
体
の
農
協
が
ど
う

取
り
組
む
か
で
あ
る
。

除
雪
へ
の
取
り
組
み
は

優
し
さ
と
思
い
や
り
で

関
議
員

19
年
度
は
、
ど
の
よ

う
な
体
制
で
市
道
の
除
雪
を
行

う
の
か
。

市
長

西
根
地
区
は
建
設
業
協

同
組
合
に
、
松
尾
地
区
は
昨
年

と
同
様
、
一
部
松
尾
機
械
化
事

業
所
な
ど
へ
の
委
託
と
直
営
方

式
で
、
安
代
地
区
は
建
設
業
協

同
組
合
に
一
部
委
託
し
、
ほ
と

ん
ど
は
市
直
営
方
式
と
な
る
。

関
議
員

優
し
さ
と
思
い
や
り

の
あ
る
除
雪
を
す
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

産
業
建
設
部
長

地
域
の
実
情

に
即
し
た
除
雪
計
画
で
、
雪
の

降
り
方
も
場
所
に
よ
っ
て
違
う

の
で
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

リンドウＩＮＳＶ感染の補償支払い

生産者と和解し早めに対応

（会派代表）

リ
ン
ド
ウ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｖ
に
感
染
し
、
葉
が
変
色
し
た
リ
ン
ド
ウ

インパチェンス・ネクロティック・
スポット・ウイルス



12

一般質問

今回質問した項目

・財政問題について
・まちづくりについて

山
本
議
員

19
年
度
当
初
予
算

で
は
、
地
方
交
付
税
は
71
億
４

０
０
０
万
円
を
見
込
み
、
こ
れ

は
歳
入
の
45
％
に
当
た
り
市
財

政
の
根
幹
と
な
っ
て
い
る
。
地

方
交
付
税
は
今
後
減
少
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
さ
ら
に
合
併

算
定
替
え
が
終
了
す
る
13
年
後

に
は
14
億
円
減
少
が
見
込
ま
れ

る
。
自
由
に
使
え
る
お
金
が
減

り
厳
し
い
財
政
運
営
が
予
想
さ

れ
る
。
無
駄
を
省
き
、
住
民
生

活
を
応
援
す
る
財
政
運
営
を
す

べ
き
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

市
長

限
り
あ
る
財
源
の
活
用

は
、
行
政
政
策
の
重
要
な
テ
ー

マ
で
あ
る
。
市
の
総
合
計
画
に

基
づ
き
バ
ラ
ン
ス
感
覚
に
長
け

た
も
の
に
す
る
こ
と
で
、
住
民

生
活
の
応
援
や
少
子
化
対
策
、

福
祉
政
策
の
充
実
、
住
民
の
生

活
環
境
の
整
備
に
つ
な
が
っ
て

い
く
と
考
え
る
。
今
後
も
同
様

の
考
え
で
進
め
て
い
く
。

山
本
議
員

新
庁
舎
建
設
に
は

合
併
特
例
債
が
使
え
る
の
で
有

利
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

国
の
財
政
危
機
が
深
刻
で
、
現

在
地
方
交
付
税
の
大
幅
削
減
が

続
い
て
お
り
、
無
駄
な
借
金
を

増
や
す
べ
き
で
な
い
。
必
要
性

の
少
な
い
新
庁
舎
建
設
は
無
駄

な
公
共
事
業
で
あ
り
中
止
す
べ

き
で
あ
る
。
見
解
を
伺
う
。

市
長

新
庁
舎
建
設
と
建
設
場

所
は
合
併
を
決
定
付
け
た
重
要

な
協
定
項
目
だ
っ
た
。
新
庁
舎

建
設
は
市
の
一
体
感
醸
成
と
均

衡
あ
る
地
域
発
展
形
成
の
拠
点

施
設
と
位
置
付
け
ら
れ
、
本
庁

舎
の
狭

き
ょ
う

隘あ
い

、
分
庁
化
に
よ
る
非

効
率
、
松
尾
総
合
支
所
の
老
朽

化
と
耐
震
不
足
な
ど
の
問
題
も

あ
り
、
必
要
と
考
え
て
い
る
。

山
本
議
員

「
深
沢
七
時
雨
道

路
」
を
調
査
事
業
と
し
て
計
画

し
て
い
る
が
、
お
不
動
さ
ん
ま

で
の
道
路
を
大
型
バ
ス
が
入
れ

る
程
度
に
整
備
し
、
山
岳
道
路

事
業
は
、
事
業
実
施
す
る
べ
き

で
は
な
い
。
見
解
を
伺
う
。

市
長

こ
の
計
画
に
は
ま
だ
着

手
し
て
い
な
い
。
今
後
調
査
事

業
を
行
い
、
費
用
対
効
果
も
含

め
検
討
す
る
。
貴
重
な
提
言
を

い
た
だ
き
十
分
検
討
す
る
。

林
業
係
を
総
合
支
所
に

山
本
議
員

安
代
地
区
は
、
林

業
が
地
域
振
興
、
経
済
上
で
も

重
要
な
産
業
で
あ
る
。
林
業
部

門
は
安
代
総
合
支
所
に
置
き
、

市
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
べ

き
。
実
施
の
見
通
し
を
伺
う
。

市
長

林
業
が
安
代
地
域
の
振

興
経
済
の
上
で
も
重
要
な
産
業

と
認
識
し
て
い
る
。
当
面
は
現

状
の
体
制
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
が

低
下
し
な
い
よ
う
取
り
組
む
。

合
併
枠
組
み
へ
の
見
解

山
本
議
員

県
知
事
が
諮
問
す

る
方
針
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
合

併
協
議
会
設
置
勧
告
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
県
が
示
し
た
枠
組

み
、
八
幡
平
市
、
岩
手
町
、
�

巻
町
の
「
合
併
推
進
構
想
」
に

対
す
る
見
解
を
伺
う
。

市
長

こ
の
構
想
に
は
疑
問
を

持
っ
て
お
り
、
そ
の
旨
県
に
伝

え
た
。
新
た
な
合
併
に
対
す
る

検
討
や
合
併
協
議
会
設
置
勧
告

は
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
。

日本共産党　山 本 榮
さかえ

議員

庁
舎
建
設
は
や
め
て
住
民
生
活
支
援
に

合
併
の
重
要
な
協
定
項
目
で
あ
る

（会派代表）

7月31日、安代地区体育館で開催された市福祉運動会
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八起会　工藤直
なお

道
みち

議員

一般質問

今回質問した項目

・農業教育特区導入に向けた施策について
・新たな枠組みの合併推進構想について

工
藤
議
員

市
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
の
発
展
を
図
る
上
で
、

農
業
に
対
す
る
広
い
視
野
と
知

識
を
養
う
教
育
が
必
要
だ
。
地

域
の
特
色
や
特
性
を
生
か
し
た
、

本
市
独
自
の
特
区
導
入
に
向
け

た
農
業
教
育
が
必
要
で
あ
る
と

思
う
。
特
に
学
習
な
ど
に
好
奇

心
旺
盛
な
小
学
生
に
、
可
能
な

時
間
、
農
業
学
習
を
取
り
入
れ

た
教
育
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長

現
在
、
市
内
全
部
の

小
学
校
で
田
植
え
や
稲
刈
り
な

ど
の
米
作
り
体
験
を
は
じ
め
、

学
級
菜
園
で
の
野
菜
作
り
な
ど

に
取
り
組
み
、
農
業
に
か
か
わ

る
学
習
を
可
能
な
限
り
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
従
っ

て
、
現
在
の
教
育
課
程
に
位
置

付
け
た
農
業
体
験
に
よ
り
、
児

童
の
農
業
に
対
す
る
興
味
関
心

や
理
解
を
十
分
に
深
め
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。

工
藤
議
員

全
国
的
に
深
刻
化

し
て
い
る
少
子
化
の
中
、
次
代

を
担
う
農
業
後
継
者
育
成
と
い

う
観
点
に
お
い
て
、
子
ど
も
た

ち
に
主
体
性
を
重
視
し
た
農
業

学
習
指
導
が
必
要
で
あ
る
と
思

う
が
伺
う
。

教
育
長

本
年
度
市
は
、
小
・

中
学
校
や
高
校
の
児
童
・
生
徒

の
職
業
観
や
勤
労
観
を
高
め
る

教
育
を
推
進
す
る
キ
ャ
リ
ア
教

育
推
進
地
域
の
指
定
を
県
教
育

委
員
会
か
ら
受
け
た
。
小
学
校

段
階
か
ら
仕
事
や
働
く
事
に
対

す
る
見
方
や
考
え
方
を
育
て
、

農
業
体
験
学
習
を
中
心
に
キ
ャ

リ
ア
教
育
に
取
り
組
み
、児
童
・

生
徒
の
農
業
に
対
す
る
主
体
的

な
学
習
を
展
開
さ
れ
る
よ
う
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
学

校
と
地
域
の
協
働
に
よ
る
農
業

に
興
味
を
持
た
せ
る
教
育
の
推

進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

新
た
な
枠
組
み
を
示
す

合
併
構
想
へ
の
見
解
は

工
藤
議
員

県
は
県
南
６
市
町

村
を
除
き
、
８
地
域
の
枠
組
み

に
再
編
す
る
新
た
な
合
併
推
進

構
想
を
示
し
、
旧
合
併
特
例
法

で
誕
生
し
た
八
幡
平
市
に
岩
手

町
、
�
巻
町
を
加
え
た
案
を
示

し
た
が
、
新
た
な
合
併
構
想
に

つ
い
て
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長

こ
の
新
た
な
合
併
構
想

は
平
成
18
年
４
月
に
策
定
さ
れ
、

生
活
圏
域
を
踏
ま
え
た
行
政
区

域
形
成
、
財
政
基
盤
が
弱
い
小

規
模
町
村
の
解
消
お
よ
び
、
指

定
都
市
、
中
核
市
、
特
例
市
を

目
指
す
市
町
村
の
三
つ
の
視
点

か
ら
検
討
し
、
策
定
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
自
主
的
な
合
併
に

向
け
た
議
論
の
た
た
き
台
と
認

識
し
て
い
る
。
本
市
は
、
向
こ

う
10
年
間
の
市
の
最
上
位
計
画

と
な
る
総
合
計
画
前
期
基
本
計

画
を
昨
年
度
策
定
し
、
そ
の
基

盤
固
め
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

る
。
八
幡
平
市
と
し
て
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を
注
ぐ
事

が
重
要
で
あ
り
、
平
成
22
年
３

月
を
期
限
と
す
る
合
併
新
法
下

に
お
い
て
、
即
合
併
協
議
を
開

始
す
る
と
い
う
考
え
は
、
今
の

と
こ
ろ
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

農業教育特区導入に向けた施策

総合的学習時間による農業学習

市
内
の
各
小
学
校
で
は
、
田
植
え
や
稲
刈
り
の
体
験
学
習
を

実
施
し
て
い
ま
す
（
写
真
・
東
大
更
小
学
校
）
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一般質問

今回質問した項目

・財政について
・選挙事務等について

遠
藤
議
員

平
成
21
年
度
か
ら

導
入
さ
れ
る
財
政
健
全
化
法
に

基
づ
く
四
つ
の
指
標
に
つ
い
て
、

本
市
の
適
用
状
況
を
伺
う
。
平

成
16
年
か
ら
18
年
度
の
実
質
公

債
費
比
率
は
18
・
５
％
と
な
り
、

地
方
債
発
行
に
当
た
っ
て
は
知

事
の
許
可
が
必
要
と
な
る
が
ど

う
対
応
す
る
の
か
。

市
長

実
質
公
債
費
比
率
に
つ

い
て
は
、
18
年
度
決
算
で
18
・

５
％
と
な
り
、
公
債
費
負
担
適

正
化
計
画
を
策
定
し
地
方
債
事

務
を
進
め
て
い
る
が
、
今
後
４

年
間
程
度
は
適
正
化
計
画
の
策

定
を
義
務
付
け
ら
れ
る
18
％
を

超
え
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

財
政
の
透
明
化
に
つ
い
て
は
、

破
た
ん
を
招
か
な
い
よ
う
自
治

体
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
基

準
数
値
の
公
表
と
と
も
に
公
会

計
制
度
に
基
づ
く
バ
ラ
ン
ス
シ

ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）
な
ど
を

作
成
し
、
市
全
体
の
財
政
状
況

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
努
力

を
し
て
い
く
。

遠
藤
議
員

大
き
な
数
字
を
並

べ
る
と
、
見
る
前
に
拒
絶
さ
れ

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
数

字
だ
け
の
羅
列
で
は
な
く
、
で

き
る
だ
け
分
か
り
や
す
い
よ
う

工
夫
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

投
票
所
前
の
階
段
な
ど

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
急
げ

遠
藤
議
員

市
内
の
投
票
所
に

お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
（
高
齢

者
な
ど
に
と
っ
て
障
壁
と
な
る

要
因
を
取
り
除
く
こ
と
）
の
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長

投
票
所
44
カ
所
の
う

ち
、
市
管
理
施
設
は
20
カ
所
で

あ
る
が
、
安
代
地
区
を
除
く
13

カ
所
で
仮
設
ス
ロ
ー
プ
な
ど
に

よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
し
て

い
る
。
市
管
理
以
外
の
24
カ
所

で
は
２
カ
所
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
市

の
管
理
施
設
を
中
心
に
計
画
的

に
対
策
を
進
め
て
い
く
。

遠
藤
議
員

安
代
地
区
を
除
く

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

生
活
福
祉
部
長

安
代
地
区
に

つ
い
て
は
、
公
設
、
民
設
問
わ

ず
15
カ
所
全
部
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
意

味
で
あ
る
。

投
票
従
事
者
見
直
し
と

開
票
時
間
短
縮
を
望
む

遠
藤
議
員

１
投
票
所
平
均
経

費
は
18
万
円
か
ら
19
万
円
と
い

う
こ
と
だ
が
、
経
費
削
減
イ
コ

ー
ル
投
票
所
の
数
の
減
と
い
う

観
点
か
ら
ば
か
り
で
な
く
、
従

事
し
て
い
る
職
員
数
の
見
直
し

や
改
善
に
つ
い
て
、
併
せ
て
開

票
に
要
す
る
事
務
時
間
に
つ
い

て
も
、
正
確
な
事
務
処
理
と
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
何
ら
か
の
改

善
策
を
検
討
し
て
い
る
か
。

市
長

職
員
数
な
ど
に
つ
い
て

特
に
基
準
は
な
い
が
、
投
票
事

務
処
理
要
領
に
よ
り
、
投
票
管

理
者
を
除
き
、
少
な
い
投
票
所

で
３
人
、
多
い
所
で
５
人
を
配

置
し
て
い
る
。
開
票
事
務
に
つ

い
て
、
近
年
一
部
報
道
で
迅
速

化
が
話
題
に
な
る
な
ど
注
目
さ

れ
て
い
る
が
、
他
市
町
村
の
先

進
事
例
を
参
考
に
、
選
挙
結
果

を
で
き
る
だ
け
早
く
お
知
ら
せ

で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。

政高会　遠 藤 公
きみ

雄
お

議員

財
政
の
健
全
化
と
財
務
内
容
の
透
明
化

今
後
４
年
程
度
で
適
正
化
計
画
を
策
定

開票時間短縮に向け、一層の取り組みが求められています
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日本共産党　 橋 悦
えつ

郎
ろう

議員

一般質問

今回質問した項目

・介護保険事業について

橋
議
員

要
介
護
状
態
に
な

る
こ
と
を
予
防
し
、
地
域
で
の

自
立
し
た
日
常
生
活
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
地
域
支

援
事
業
が
、
計
画
を
大
き
く
下

ま
わ
っ
て
い
る
。
特
に
19
年
度

実
績
は
皆
無
状
態
に
な
っ
て
い

る
。
改
定
さ
れ
た
介
護
保
険
制

度
の
柱
で
あ
っ
た
予
防
重
視
型

シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
が
こ
の
よ

う
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と

は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
現
状

打
開
の
方
向
を
示
せ
。

市
長

平
成
18
年
度
は
全
国
的

に
該
当
者
数
が
少
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
国
は
判
断
基
準
を
緩

和
し
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て

は
、
対
象
者
の
把
握
方
法
の
検

診
に
つ
い
て
、
市
内
医
療
機
関

と
協
議
し
な
が
ら
集
団
検
診
と

個
別
検
診
の
二
つ
の
方
式
が
可

能
と
な
る
よ
う
に
し
て
、
こ
の

事
業
の
対
象
者
で
あ
る
特
定
高

齢
者
（
要
支
援
・
要
介
護
状
態

に
な
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ

れ
る
65
歳
以
上
の
人
）
の
正
確

な
把
握
に
努
め
て
い
き
た
い
。

該
当
者
を
把
握
し
、
予
防
教
室

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
要
介

護
状
態
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

橋
議
員

介
護
予
防
重
視
型

シ
ス
テ
ム
の
、
も
う
一
つ
の
柱

で
あ
る
要
介
護
認
定
者
が
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
予
防
給
付
サ

ー
ビ
ス
事
業
の
実
態
で
あ
る

が
、
平
成
18
年
度
の
盛
岡
北
部

組
合
全
体
で
給
付
費
が
計
画
の

32
％
と
極
端
に
低
く
な
っ
て
い

る
。
要
介
護
認
定
者
の
サ
ー
ビ

ス
利
用
が
十
分
活
用
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
は
問
題
だ
。
そ
の
要

因
と
今
後
の
対
策
を
伺
う
。

市
長

改
定
さ
れ
た
介
護
保
険

制
度
で
は
、
予
防
給
付
の
対
象

者
は
、
要
支
援
１
、
お
よ
び
要

支
援
２
に
認
定
さ
れ
た
方
で
あ

る
が
、
認
定
者
の
多
く
が
経
過

的
介
護
、
及
び
こ
れ
ま
で
の
要

介
護
１
か
ら
の
認
定
替
え
の
方

た
ち
だ
。
実
際
は
介
護
事
業
計

画
で
見
込
ん
だ
よ
り
要
支
援
認

定
が
下
ま
わ
っ
た
の
が
一
つ
の

要
因
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
経

過
的
要
介
護
者
が
１
年
か
か
っ

て
移
行
し
た
こ
と
も
要
因
の
一

つ
で
あ
る
。

橋
議
員

１
号
被
保
険
者
の

第
二
段
階
の
保
険
料
が
、
第
一

段
階
よ
り
所
得
が
低
い
人
も
多

数
い
る
。
国
の
指
導
は
基
準
額

の
０
・
５
に
し
て
も
良
い
と
指

導
し
て
い
る
し
、
多
く
の
自
治

体
は
０
・
５
に
設
定
し
て
い

る
。
来
年
度
の
第
４
期
事
業
計

画
策
定
の
際
、
第
二
段
階
の
保

険
料
を
現
行
の
基
準
額
の
０
・

65
を
０
・
５
に
す
る
べ
き
だ
が
、

そ
の
考
え
は
。

市
長

１
号
被
保
険
者
の
保
険

料
は
、
市
町
村
民
税
の
課
税
状

況
な
ど
に
応
じ
て
６
段
階
に
設

定
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
第
２

段
階
の
保
険
料
率
を
０
・
65
と

定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
も
し

０
・
５
に
す
れ
ば
第
二
段
階
だ

け
値
下
げ
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
か
ら
不
公
平
感
が
生
じ
る
こ

と
を
考
慮
し
た
も
の
だ
。
次
期

保
険
料
率
決
定
に
当
た
っ
て
は

さ
ま
ざ
ま
意
見
が
出
さ
れ
る
と

思
わ
れ
る
。

地域支援事業の実績が皆無状態だ

特定高齢者の正確な把握に努める

10
月
17
日
、
西
根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
介
護
予
防
教
室
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一般質問

今回質問した項目

・組織機構の見直しについて
・産業振興について
・農地・水・環境保全向上対策について

北
口
議
員

本
年
度
か
ら
再
度

実
施
さ
れ
る
森
林
整
備
活
動
支

援
交
付
金
の
事
業
は
、
都
道
府

県
を
通
じ
て
行
っ
て
い
る
わ
け

だ
が
、
報
道
に
よ
れ
ば
、
地
球

温
暖
化
防
止
の
た
め
、
林
野
庁

で
は
市
町
村
に
直
接
新
た
な
関

連
事
業
、
林
道
、
作
業
道
路
整

備
、
作
業
員
の
休
憩
施
設
な
ど
、

そ
の
ほ
か
に
耕
作
放
棄
地
に
植

林
す
る
場
合
の
転
用
許
可
手
続

き
不
要
な
ど
、
特
別
措
置
法
な

ど
の
内
容
が
大
き
く
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
る
。
市
の
重
要
施
策

の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
林

業
課
を
来
年
度
設
置
す
る
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長

再
度
の
事
業
実
施
に
向

け
て
は
、
先
般
市
内
２
カ
所
で

事
業
説
明
会
を
開
催
し
、
多
く

の
林
業
団
体
、
森
林
所
有
者
へ

参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
林

業
課
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
具

体
的
な
事
業
の
概
要
が
国
か
ら

示
さ
れ
る
と
思
う
の
で
、
現
在

の
農
林
課
農
林
係
で
対
応
で
き

る
の
か
、
増
員
に
よ
る
対
応
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
検

討
し
て
い
く
。

知
事
へ
の
要
望
項
目
は

北
口
議
員

県
は
、
県
南
と
県

北
、
沿
岸
の
格
差
是
正
の
た
め

新
た
に
設
置
し
た
「
県
北
沿
岸

振
興
担
当
課
」
が
本
格
的
に
動

き
始
め
た
。
市
長
も
知
事
へ
本

市
を
対
象
と
す
る
よ
う
要
望
し

て
い
る
が
、
具
体
的
項
目
を
考

え
て
い
る
か
。

市
長

十
和
田
八
幡
平
国
立
公

園
エ
リ
ア
を
中
心
と
し
た
広
域

観
光
ル
ー
ト
の
整
備
に
よ
る
観

光
振
興
、
地
域
特
性
を
生
か
し

た
リ
ン
ド
ウ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

な
ど
産
地
確
立
の
た
め
の
農
業

支
援
、
豊
か
な
森
林
資
源
を
生

か
し
た
木
材
の
安
定
供
給
地
と

し
て
の
林
業
振
興
な
ど
を
考
え

て
い
る
。

枠
拡
大
で
畜
産
振
興
を

北
口
議
員

農
地
・
水
・
環
境

保
全
向
上
対
策
事
業
は
本
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
が
、
共
同

活
動
、
資
源
保
全
へ
の
支
援
は

水
田
や
畑
が
中
心
で
あ
る
が
、

市
内
牧
野
組
合
、
市
営
牧
野
の

草
地
面
積
、
交
付
金
の
枠
拡
大

が
で
き
な
い
か
。

市
長

現
時
点
で
は
５
カ
年
計

画
途
中
か
ら
の
参
加
は
で
き
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

事
業
は
県
の
財
政
難
か
ら
、
そ

の
対
象
金
額
が
半
分
に
削
減
さ

れ
た
経
緯
も
あ
る
。
県
の
こ
の

対
策
に
取
り
組
む
対
応
策
、
姿

勢
な
ど
を
見
極
め
、
畑
、
草
地

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

北
口
議
員

先
進
的
営
農
支
援

の
作
物
区
分
に
該
当
し
な
い
作

物
は
何
か
。
ま
た
、
牧
草
が
非

該
当
で
あ
れ
ば
、
対
象
に
し
て

畜
産
振
興
に
つ
な
げ
る
考
え
は
。

市
長

作
物
を
特
定
す
る
の
で

は
な
く
、
化
学
肥
料
や
化
学
合

成
農
薬
の
使
用
を
５
割
以
上
低

減
す
る
農
作
物
で
あ
れ
ば
、
活

動
の
対
象
と
な
る
が
、
県
の
財

政
の
負
担
が
な
け
れ
ば
対
象
に

は
な
ら
な
い
。
既
に
事
業
を
実

施
し
て
い
る
各
地
区
の
意
向
な

ど
を
把
握
し
、
国
あ
る
い
は
県

へ
の
要
望
を
す
る
。

無会派　北 口 和
かず

男
お

議員

林
業
振
興
の
た
め
の
課
の
設
置

増
員
に
よ
る
対
応
な
ど
を
検
討
す
る

現在、林業に関する事務は本庁農林課農林係が担当しています
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政高会　工 藤 剛
つよし

議員

一般質問

今回質問した項目

・少子化対策について
・スポーツ振興並びに文化振興について
・2学期制について

工
藤
議
員

少
子
化
対
策
と
し

て
、
市
と
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
子
ど

も
が
生
ま
れ
て
か
ら
の
支
援
が

多
い
と
思
う
。
子
ど
も
が
生
ま

れ
る
前
の
支
援
策
を
伺
う
。

市
長

経
済
的
負
担
軽
減
の
た

め
に
無
料
受
診
券
を
発
行
し
て

い
る
ほ
か
、
妊
娠
中
の
不
安
を

軽
減
さ
せ
る
た
め
に
、
７
月
か

ら
助
産
師
に
よ
る
妊
婦
の
訪
問

指
導
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

産
前
産
後
の
家
事
、
育
児
援
助

の
た
め
、
子
育
て
支
援
ヘ
ル
パ

ー
派
遣
事
業
も
実
施
し
て
い
る
。

対
象
者
は
出
産
予
定
日
前
１
カ

月
以
内
、
出
産
後
６
カ
月
以
内

の
妊
婦
が
い
る
家
庭
で
あ
る
。

工
藤
議
員

出
生
率
を
上
げ
る

た
め
に
は
、
育
児
手
当
の
普
及

や
育
児
休
暇
の
充
実
な
ど
、
働

く
女
性
が
自
ら
の
仕
事
を
き
ち

ん
と
こ
な
し
つ
つ
、
子
育
て
が

で
き
る
環
境
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
か
と
思
う
が
。

生
活
福
祉
部
長

市
と
し
て
も

出
産
時
の
保
障
な
ど
に
つ
い
て
、

各
事
業
所
に
お
願
い
し
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興

そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
伺
う

工
藤
議
員

合
併
し
て
２
年
が

経
過
し
、
各
団
体
や
協
会
な
ど

も
一
本
化
し
て
き
て
、
一
つ
の

市
と
し
て
の
ま
と
ま
り
が
出
て

き
た
と
思
う
。
今
後
の
市
と
し

て
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
文
化
振

興
に
関
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺
う
。

教
育
長

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関

し
て
は
、
高
校
総
体
、
全
国
小

中
学
生
ス
キ
ー
大
会
、
さ
ら
に

は
平
成
28
年
に
岩
手
で
開
催
さ

れ
る
内
々
定
の
国
体
な
ど
、
積

極
的
に
誘
致
を
展
開
す
る
一

方
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画

書
を
策
定
し
、
施
策
の
方
向
と

推
進
体
制
を
整
備
し
て
い
く
。

文
化
振
興
に
関
し
て
は
、
八

幡
平
市
芸
術
文
化
協
会
を
中
心

に
市
内
関
係
団
体
と
連
携
し
、

文
化
活
動
の
拡
大
推
進
・
普
及

を
図
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習

計
画
を
作
成
し
、
地
域
の
文
化

の
継
承
、
発
展
を
さ
せ
る
。

工
藤
議
員

ス
ポ
ー
ツ
に
関
し

て
は
、
地
区
間
の
連
携
が
少
な

い
よ
う
に
思
う
が
、
調
整
が
必

要
な
時
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
次
長

各
地
区
で
従
来
行

わ
れ
て
き
た
大
会
の
種
類
や
数

が
多
く
、
統
一
の
調
整
に
は
時

間
が
か
か
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

小
中
学
校
の
２
学
期
制

本
市
で
導
入
の
考
え
は

工
藤
議
員

２
学
期
制
を
取
り

入
れ
て
い
る
小
・
中
学
校
が
出

て
き
て
い
る
が
、
教
育
長
の
見

解
を
伺
う
。

教
育
長

２
学
期
制
の
メ
リ
ッ

ト
は
始
業
式
、
終
業
式
の
回
数

が
減
る
の
で
授
業
時
間
の
確
保

に
な
り
、
ス
パ
ン
が
長
く
な
る

こ
と
で
十
分
に
教
育
実
践
の
継

続
が
で
き
る
と
い
う
点
。
逆
に

中
総
体
と
か
、
他
の
地
域
と
連

合
し
て
や
る
行
事
に
合
わ
な
い

と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、

本
市
と
し
て
は
現
状
の
３
学
期

制
を
継
続
し
て
い
く
。

産前の支援策

子育て支援ヘルパー派遣などを実施

大
更
公
民
館
１
階
に
開
設
し
て
い
る
「
た
か
ら
っ
こ
広
場
」

（
火
・
日
曜
日
と
祝
日
は
休
み
で
す
）
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一般質問

今回質問した項目

・森林整備と利活用について

勝
又
議
員

緑
資
源
機
構
の
官

製
談
合
事
件
で
特
定
中
山
間
保

全
事
業
が
廃
止
さ
れ
た
が
、
市

へ
の
影
響
と
今
後
の
対
策
は
。

市
長

７
月
に
緑
資
源
機
構
が

来
訪
し
説
明
を
受
け
た
。
現
時

点
で
具
体
的
計
画
も
な
く
、
直

接
的
影
響
は
な
い
が
、
今
後
の

地
域
振
興
整
備
な
ど
の
事
業
化

に
大
き
な
痛
手
だ
。
馬
渕
川
流

域
農
業
振
興
協
議
会
で
事
業
継

続
を
国
に
要
望
し
た
が
、
具
体

的
な
回
答
が
示
さ
れ
な
か
っ
た
。

今
後
も
働
き
掛
け
て
い
き
た
い
。

今
が
林
業
再
生
の
好
機

チ
ャ
ン
ス

勝
又
議
員

国
は
京
都
議
定
書

森
林
吸
収
目
標
達
成
の
た
め
、

平
成
19
年
か
ら
24
年
ま
で
の
６

年
間
、
毎
年
55
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

計
３
３
０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
間

伐
を
推
進
す
る
。
今
が
森
林
保

全
を
進
め
、
緑
豊
か
で
安
全
安

心
な
地
域
づ
く
り
、
雇
用
を
通

じ
た
地
域
の
活
性
化
、
森
林
林

業
再
生
の
チ
ャ
ン
ス
と
思
う
が
。

市
長

新
た
な
森
林
整
備
に
つ

い
て
は
、
具
体
的
な
要
綱
は
示

さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
地

球
温
暖
化
防
止
な
ど
の
た
め
の

森
林
整
備
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

随
時
適
切
、
的
確
な
情
報
を
市

民
に
周
知
し
、
市
で
も
可
能
な

限
り
森
林
整
備
を
進
め
た
い
。

計
画
的
な
市
有
林
整
備

勝
又
議
員

市
有
林
の
整
備
、

運
営
は
、
計
画
的
な
循
環
型
林

業
経
営
に
よ
り
就
労
、
雇
用
の

場
の
確
保
、
製
材
所
へ
の
素
材

供
給
、
森
林
管
理
認
証
取
得
に

も
つ
な
が
る
も
の
と
思
う
が
。

市
長

市
有
林
の
施
業
計
画
は

旧
西
根
町
、
旧
安
代
町
で
平
成

16
年
に
策
定
さ
れ
た
が
計
画
ど

お
り
施
業
さ
れ
て
い
な
い
。
今

後
森
林
認
証
の
検
討
を
含
め
、

計
画
的
伐
採
や
市
有
林
の
経
営

を
計
画
し
、
林
業
振
興
、
活
性

化
に
努
め
る
。

森
林
セ
ラ
ピ
ー
認
定
を

勝
又
議
員

滞
在
型
観
光
の
目

玉
と
し
て
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基

地
・
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
」
の
認

定
を
受
け
る
こ
と
を
提
言
す
る
。

市
長

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
理

解
し
て
い
る
。
森
林
の
有
効
活

用
や
観
光
資
源
の
一
つ
と
し
て

の
位
置
付
け
も
あ
り
、
整
備
や

管
理
の
費
用
、
認
定
条
件
な
ど

を
確
認
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

森
林
関
連
機
関
と
連
携

勝
又
議
員

森
林
整
備
と
利
活

用
に
は
森
林
管
理
署
、
森
林
組

合
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ

る
。
西
根
、
松
尾
地
区
と
安
代

地
区
は
そ
れ
ぞ
れ
管
轄
が
異
な

る
が
、
八
幡
平
市
と
し
て
こ
れ

ま
で
そ
れ
ぞ
れ
と
情
報
交
換
な

ど
の
話
し
合
い
が
も
た
れ
た
か
。

市
長

森
林
管
理
署
や
森
林
組

合
と
は
、
そ
の
時
々
の
業
務
な

ど
に
応
じ
た
協
議
と
情
報
交
換

を
個
別
に
行
っ
て
い
る
。
今
後

の
森
林
の
利
活
用
や
整
備
、
林

業
振
興
な
ど
の
情
報
交
換
を
一

堂
に
会
し
て
行
う
必
要
が
あ
る

の
で
、
そ
の
よ
う
な
機
会
を
設

け
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
く
。

八起会　勝 又 紘
こう

一
いち

議員

特
定
中
山
間
保
全
事
業
廃
止
の
影
響

今
後
大
き
な
痛
手
と
な
る

10月20日、いこいの村岩手付近の市有地で合併記念植樹祭が行われました
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政高会　渡 邊 正
ただし

議員

一般質問

今回質問した項目

・バイパスの今後について
・新庁舎について

渡
邊
議
員

バ
イ
パ
ス
の
全
面

開
通
予
定
年
度
は
。

市
長

第
１
期
工
区
は
本
年
度

内
、
第
２
期
工
区
は
総
合
運
動

公
園
付
近
約
１
㎞
を
測
量
予
定

で
、
全
線
開
通
は
未
定
で
あ
る
。

渡
邊
議
員

全
線
開
通
し
た
場

合
、
旧
国
道
２
８
２
号
は
。

市
長

市
道
に
認
定
替
え
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
。

渡
邊
議
員

バ
イ
パ
ス
の
盛
岡

方
面
か
ら
の
入
口
と
、
バ
イ
パ

ス
の
分
れ
道
の
信
号
前
に
、
青

矢
印
信
号
に
よ
る
旧
国
道
２
８

２
号
へ
の
車
両
進
入
は
で
き
な

い
か
。
市
道
に
認
定
替
え
の
前

の
方
が
、
県
や
国
の
予
算
が
使

え
る
の
な
ら
有
利
で
は
な
い
か
。

産
業
建
設
部
長

今
後
の
流
れ

の
中
で
協
議
を
進
め
対
応
す
る
。

渡
邊
議
員

第
１
期
工
事
が
完

成
し
た
場
合
、
県
道
岩
手
西
根

線
と
国
道
２
８
２
号
と
の
交
差

点
の
Ｊ
Ｒ
花
輪
線
踏
切
は
。

建
設
課
長

踏
切
を
遮
断
す
る

方
向
で
進
ん
で
い
る
。

渡
邊
議
員

市
道
山
子
沢
線
と

バ
イ
パ
ス
の
交
差
点
に
北
側
だ

け
横
断
歩
道
が
な
い
。
両
沼
方

面
か
ら
Ｊ
Ｒ
花
輪
線
松
子
踏
切

に
通
じ
る
交
差
点
は
ど
ち
ら
側

も
横
断
歩
道
が
な
い
。
通
学
路

を
考
慮
し
た
場
合
の
対
応
は
。

建
設
課
長

再
度
確
認
し
て
県

に
要
望
し
、
第
１
期
工
事
開
通

ま
で
に
安
全
策
を
講
じ
る
。

渡
邊
議
員

岩
手
西
根
線
の
踏

切
が
封
鎖
す
れ
ば
、
国
道
２
８

２
号
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
を
通
っ

て
坂
道
の
交
差
点
を
右
折
し
、

市
立
図
書
館
前
を
通
り
国
道
２

８
２
号
に
流
れ
る
が
、
ア
ン
ダ

ー
パ
ス
地
下
道
の
凍
結
対
策
、

上
り
坂
の
交
差
点
対
策
、
市
立

図
書
館
前
の
吹
き
だ
ま
り
な
ど

の
対
策
は
ど
う
考
え
る
か
。

建
設
課
長

今
後
冬
期
間
に
向

け
状
況
を
見
極
め
、
関
係
機
関

で
連
携
を
取
り
対
策
を
講
じ
る
。

渡
邊
議
員

バ
イ
パ
ス
が
全
線

完
成
す
れ
ば
、
今
の
ア
ン
ダ
ー

パ
ス
か
ら
市
役
所
前
経
由
の
道

路
も
市
道
に
認
定
替
え
に
な
る

な
ら
、
市
の
財
政
負
担
が
軽
減

に
な
る
よ
う
、
県
、
国
の
負
担

で
の
対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
。

渡
邊
議
員

大
更
駅
の
東
口
は

ど
う
あ
る
べ
き
か
。

市
長

市
道
大
更
中
央
線
の
整

備
を
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画

の
主
要
な
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

概
略
設
計
を
進
め
て
い
る
。

渡
邊
議
員

Ｊ
Ｒ
に
東
口
の
要

望
は
し
て
い
る
か
。

建
設
課
長

し
て
い
な
い
。
庁

内
調
整
し
、
Ｊ
Ｒ
と
協
議
す
る
。

渡
邊
議
員

新
庁
舎
完
成
年
度

と
予
算
額
は
。

市
長

５
年
前
後
が
必
要
、
20

億
円
が
上
限
と
考
え
て
い
る
。

渡
邊
議
員

宮
城
県
利
府
町
庁

舎
は
38
億
円
だ
。
20
億
円
の
庁

舎
と
旧
西
根
庁
舎
と
の
違
い
は
。

企
画
総
務
部
長

基
本
構
想
、

基
本
計
画
を
協
議
の
中
で
精
査

さ
れ
て
い
く
。

渡
邊
議
員

横
浜
市
長
の
よ
う

に
、
給
料
明
細
、
玄
関
マ
ッ
ト

な
ど
か
ら
も
広
告
費
を
も
ら
い

財
政
再
建
し
て
い
る
が
、
効
率

の
よ
い
考
え
方
の
見
解
は
。

市
長

興
味
を
持
っ
て
い
る
。

庁
舎
に
限
ら
ず
野
球
場
も
考
え

収
入
を
探
る
の
も
重
要
な
課
題

だ
が
、
制
約
も
あ
り
検
討
す
る
。

渡
邊
議
員

夕
張
市
の
よ
う
に

な
れ
ば
誰
が
責
任
を
取
る
の
か
。

新
庁
舎
問
題
に
対
し
て
、
市
民

に
計
画
を
情
報
開
示
し
て
、
大

討
論
会
を
し
て
ほ
し
い
。

市
長

開
示
し
て
い
る
。
対
話

集
会
も
い
つ
で
も
出
席
す
る
。

積
極
的
に
開
催
し
て
ほ
し
い
。

小
林
副
市
長

財
政
運
営
に
つ

い
て
は
、
慎
重
を
期
し
て
い
く
。

武
田
副
市
長

厳
し
い
財
政
状

況
の
中
で
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
は
大
変
だ
。
建
設
事
業
を
抑

え
て
健
全
な
財
政
運
営
を
維
持

し
、
地
域
活
力
に
つ
な
げ
た
い
。

バイパスの全面開通予定年度

第 1期は本年度内で全面開通は未定

市立図書館付近の交差点
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一般質問

今回質問した項目

・水道事業について

料
金
引
き
上
げ
の
理
由

米
田
議
員

水
道
事
業
計
画
で

は
、
平
成
27
年
度
ま
で
に
約
14

億
円
の
設
備
投
資
を
行
う
こ
と
、

料
金
に
つ
い
て
は
21
年
度
に
松

尾
地
区
と
西
根
地
区
の
料
金
統

一
を
行
う
こ
と
で
、
松
尾
地
区

の
料
金
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ

と
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
仮
に

松
尾
地
区
の
料
金
を
西
根
地
区

に
合
わ
せ
れ
ば
、
一
般
家
庭
月

30
立
方
メ
ー
ト
ル
使
用
の
場
合

で
、
約
17
％
の
引
き
上
げ
に
な

る
。
公
共
料
金
、
と
り
わ
け
日

常
の
住
民
生
活
に
最
も
か
か
わ

り
が
あ
る
、
水
道
料
金
の
引
き

上
げ
に
つ
い
て
は
避
け
る
べ
き

で
あ
る
。
こ
の
料
金
引
き
上
げ

の
理
由
と
根
拠
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

市
水
道
事
業
に
お
い
て
、

将
来
に
わ
た
っ
て
安
全
で
安
定

的
な
水
道
水
の
提
供
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
最
大
限
の
経
営

努
力
を
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
あ
る
が
、
水
道
料
金
の
見
直

し
は
必
要
不
可
欠
に
な
っ
て
い

る
。
事
業
統
合
す
る
西
根
地
区

と
松
尾
地
区
の
料
金
を
平
成
21

年
に
統
一
し
、
そ
の
経
営
状
況

に
よ
っ
て
は
値
上
げ
が
必
要
と

な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
具

体
的
に
は
、
本
年
度
に
策
定
す

る
水
道
事
業
経
営
計
画
の
中
で

詳
細
に
検
討
し
、
方
向
性
を
明

ら
か
に
す
る
。

事
業
投
資
の
必
要
性
は

米
田
議
員

資
料
に
よ
れ
ば
、

平
成
17
年
度
の
１
日
最
大
給
水

量
は
約
１
・
１
万
立
方
メ
ー
ト

ル
で
あ
り
、
27
年
度
に
は
約

１
・
35
万
立
方
メ
ー
ト
ル
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
現

在
の
施
設
で
も
そ
の
給
水
能
力

は
約
１
・
53
万
立
方
メ
ー
ト
ル

で
あ
る
。
給
水
能
力
だ
け
を
見

れ
ば
、
特
別
に
改
善
が
必
要
と

さ
れ
る
状
況
で
は
な
い
。
ま
た

供
給
単
価
と
給
水
原
価
の
関
係

を
見
る
と
、
松
尾
地
区
の
水
道

だ
け
が
給
水
原
価
が
供
給
単
価

を
割
っ
て
お
り
、
い
わ
ば
健
全

な
経
営
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
ど
う
評
価
す
る
の
か
。

ま
た
全
体
の
水
道
財
政
で
は
債

務
償
還
額
の
利
息
分
は
経
費
と

し
て
計
上
さ
れ
、
18
年
度
は
約

３
０
０
０
万
円
の
利
益
で
あ

る
。
元
金
償
還
は
約
１
・
６
億

円
で
あ
る
が
、
減
価
償
却
費
が

約
１
・
７
億
円
で
あ
り
、
そ
れ

に
対
応
し
て
い
け
る
状
況
で
あ

る
。
財
政
的
に
見
て
も
料
金
引

き
上
げ
の
必
要
は
な
い
。

上
下
水
道
部
長

給
水
能
力
の

数
値
に
つ
い
て
は
認
可
取
得
時

の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
変

動
に
つ
い
て
検
証
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
約
14
億
円
の
事
業

投
資
を
行
う
た
め
に
は
、
料
金

引
き
上
げ
は
必
至
で
あ
る
と
判

断
し
た
も
の
で
あ
る
。
あ
く
ま

で
も
計
画
な
の
で
、
実
際
に
ど

う
い
う
料
金
改
定
が
必
要
な
の

か
検
討
し
て
、
本
年
度
策
定
の

経
営
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

上
水
道
課
長

松
尾
地
区
の
水

道
施
設
は
老
朽
化
が
進
み
、
更

新
の
必
要
が
あ
る
が
、
補
修
で

対
応
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

日本共産党　米 田 定
さだ

男
お

議員

水
道
料
金
引
き
上
げ
は
避
け
る
べ
き

詳
細
を
本
年
度
検
討
す
る

名水百選の金沢清水（写真）をはじめ、水資源に恵まれた松尾地区



昨年度、市が各会派に交付した政務調査費に対し、

領収書を添えて報告した収支報告の内容を紹介します。

表 1 は、 5 会派と 2 議員から提出された政務調査

費の収支報告額を項目別に表したものです。これによ

ると、平均使用率は89.8%で、3 会派と 1 議員から合

わせて528,274円が市に返還されました。

政務調査費は、議員が調査研究するための経費の一

部として交付するもので、本市では、条例を制定した

昨年 6 月以降、議員 1 人当たり月 2 万円を会派（会派

に所属していない議員は議員個人）に交付しています。

政務調査費の使途基準は表 2 のとおりですが、市

政に関しての調査研究に該当しない「交際費的経費」

「政党や政治団体の活動経費」「飲食費」「選挙活動経費」

「名刺代」などは、政務調査費の対象外となります。

21

政務調査費の収支報告

平均使用率は89.8％

表 2 政務調査費の使途基準

項　　目 内　　容 種　　類

調 査 研 究 費
会派または議員（以下「会派など」）が行う市の事務や地方行財
政に関する調査研究ならびに調査委託に要する経費

調査委託費、交通費、宿泊費、
車借上料

研 修 費
会派などが行う研修会、講演会の実施に必要な経費や、他団体開
催の研修会、講演会などに所属議員が参加するために要する経費

会場費・機材借上料、講師謝金、
参加費・会費、交通費、宿泊費、
資料代、車借上料

会 議 費 会派などにおける各種会議に要する経費
会場費・機材借上料、資料印刷
費、茶菓子代

資 料 作 成 費 会派などが議会審議に必要な資料を作成するために要する経費 印刷製本代、原稿料

資 料 購 入 費 会派などが行う調査研究に必要な図書・資料の購入に要する経費 書籍購入費、雑誌購読料

広 報 費 会派などが行う議会活動や市政に関する政策などの広報活動経費 広報誌・報告書等印刷費

事 務 費 会派などが行う調査研究に係る事務遂行に必要な経費 事務用品・備品購入費、通信費

そ の 他 の 経 費
上記に掲げる経費以外の経費（経費を支出する目的が、会派など
が行う市政に関しての調査研究に該当しないものを除く）

表 1 政務調査費の収支報告額

項　　目

所

属

人

数

使

用

状

況

政 高 会 八 起 会 緑 松 会 民 政 会 日本共産党 北 口 和 男 瀬 川 健 則 合　　計

18年 6 月 9 5 5 3 3 1 - 26

7 月～ 8 月 8 6 5 3 3 1 - 26

9 月～19年 3 月 7 6 5 3 3 1 1 26

延べ人数　（Ａ） 74 59 50 30 30 10 7 260

交付額（Ｂ）＝Ａ× 2 万円 1,480,000 1,180,000 1,000,000 600,000 600,000 200,000 140,000 5,200,000

調 査 研 究 費 1,018,054 929,756 555,355 374,545 0 122,182 77,574 3,077,466

研 修 費 88,960 0 35,000 0 165,100 0 0 289,060

会 議 費 0 0 45,000 0 12,000 0 0 57,000

資 料 作 成 費 0 0 0 0 0 0 0 0

資 料 購 入 費 147,920 16,770 60,255 136,085 47,090 11,805 81,532 501,457

広 報 費 0 174,650 0 0 316,522 0 0 491,172

事 務 費 57,645 58,824 27,542 69,434 35,460 1,944 0 250,849

そ の 他 の 経 費 0 0 0 0 24,000 0 0 24,000

合　　計　（Ｃ） 1,312,579 1,180,000 723,152 580,064 600,172 135,931 159,106 4,691,004

使 用 率 88.7％ 100％ 72.3％ 96.7％ 100％ 68.0％ 100% 89.8％

返還額　（Ｄ）＝Ｂ－Ｃ 167,421 0 276,848 19,936 0 64,069 0 528,274
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政高会では、7 月25日から27日にかけて、

民政会（ 3人）の議員と合同で、北海道夕張

郡栗
くり

山
やま

町
ちょう

と滝川市の行政視察を行いました。

◎全国初の「議会基本条例」を研修
インターネットによる議会のライブ中継を

行うなど、開かれた議会を進めている栗山町

は、同議会が全国で初めて「議会基本条例」

を制定した町でもあります。この条例では、

議会と町長の異なる特性を生かして、町民の

意思を町政に的確に反映させることを明記

し、議案に関しては議員同士だけでなく、町

長や職員の逆質問も可能にすることによっ

て、議会の活性化を目指しています。

◎「環境基本条例」を研修

滝川市では「環境基本条例」を制定して循

環型社会の構築を目指しています。その施策

の一つとして、3Ｒ（ゴミの発生抑制・再利

用・再使用）を柱にした生ゴミのバイオガス

発電などがあり、今後の環境対策に関して大

変参考になりました。

政
高
会

松
浦
博
幸
（
代
表
）、
工
藤
忠
義
、

田
中
榮
司
夫
、
田
村
孝
、
遠
藤

公
雄
、
渡
邊
正
、
工
藤
剛

八起会は 6人の議員で構成しています。会

派結成に際し、政策提言のために積極的活動

を行うことを最大の目標に位置付けています。

平成18年 5 月に会派を結成して以来、議員

の意見交換の機会をできるだけ多くつくり、

互いの研
けん

鑽
さん

を重ねていますが、各議員から出

された意見、提言を政策立案の参考とするた

め、できるだけ多く研修機会を設定したいと

考えています。昨年度は北海道遠
えん

軽
がる

町
ちょう

・富良

野市、静岡県裾
すそ

野
の

市・沼津市で、地域づくり

や地域防災の取り組みなどについて行政当局

や議会との意見交換を行いました。研修報告

については、会派ホームページで市民の皆さ

んにお知らせしていますので、お目通しいた

だきますようご案内申し上げます。なお、活

動内容については、随時ホームページで更新

し、公開してまいりますので、ご意見・ご提言

をいただきたいと思います。（ホームページ

は「市議会会派八起会」で検索。アドレスは

http://www.hachimantaishi.com/̃hakkikai/）

八
起
会

橋
守（
代
表
）、
勝
又
紘
一
、

三
浦
正
信
、
小
笠
原
壽
男
、

小
野
寺
昭
一
、
工
藤
直
道

会派活動紹介

栗
山
町
の
視
察
は
南
あ
わ
じ
市

な
ど
４
市
町
合
同
で
開
催

森
林
セ
ラ
ピ
ー
に
つ
い
て
視
察

を
行
っ
た
北
海
道
鶴
居
村

緑松会では、7 月に北海道ニセコ町の視察

研修を行いました。今回実施した視察研修の

テーマの一つは、役場庁内の文書管理システ

ムでした。本市をはじめ多くの役所では、職

員の机に書類がうずたかく積まれています。

しかし、ニセコ町は壁際にファイル収納のキ

ャビネットがあるだけで、職員の机は整理さ

れおり、書類がほとんどありません。早速、

本市でも取り入れるよう、市議会 9月定例会

の代表質問を通じて市当局に提案しました。

また、先日は松尾地区婦人部との懇談会を

開催しました。こうした懇談会などを通じて

皆さんから寄せられた要望、意見などを市当

局へ届ける活動を、今後も続ける予定です。

なお、本県を襲った 9月17日の大雨は、市

内の至る所に被害をもたらしました。議会開

会中でありましたが、2 日後の19日には松尾

総合支所の担当者に案内していただき、松尾

地区の被害実態を調査しました。今後は、市

当局へ迅速な対応を訴えてまいります。

緑
松
会

大
和
田
順
一
（
代
表
）、

橋
光
幸
、

橋
俊
彦
、

伊
藤
一
彦
、
古
川
津
好

ニ
セ
コ
町
役
場
の
職
員
の
机
は

書
類
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
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先
日
の
集
中
豪
雨
は
、
安
代
地

区
を
中
心
に
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
安
代
地
区
は
沢
沿

い
に
形
成
さ
れ
た
集
落
が
多
く
、

今
回
の
よ
う
な
大
雨
が
降
る
と
、

山
か
ら
流
れ
込
ん
だ
水
で
川
が
氾

濫
し
被
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。
被
害

に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
防
災
ダ

ム
の
整
備
を
も
っ
と
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
ね
。
被
災
者
の
皆
さ

ん
が
早
く
元
の
生
活
に
戻
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。（
勇
孝
）

◎8月
� 7 日　議会運営委員会
� 7 日　市議会第 2回臨時会
� 7 日　議会議員全員協議会
� 7 日　議員定数等調査特別委員会
� 9 ～10日　総務常任委員会行政視察研修（山

形県上山市）
�20～21日　教育民生常任委員会行政視察研修

（福島県喜多方市、会津若松市ほか）
�25日　六市交歓野球大会
�26～27日　産業建設常任委員会行政視察研修

（山形県長井市、飯豊町ほか）
�30日　市内施設見学
◎9月
� 7 日　議会運営委員会
�11～27日　市議会第 3回定例会
�11日　議会広報特別委員会
�13日　議会広報特別委員会
�18日　教育民生常任委員会請願審査
�18日　産業建設常任委員会請願審査
�22日　産業建設常任委員会集中豪雨現地調査
�27日　市議会集中豪雨現地調査
◎10月
� 2 日　雫石東八幡平奥地産業開発道路促進協

議会研修会
� 5 日　議会広報特別委員会
� 9 日　災害対策要望（議長）
�10日　全国市議会議長会基地協議会東北部会

第15回定期総会（議長）
�11日　県市議会議長会知事を囲む懇談会（議

長）
�19日　教育民生常任委員会教育施設見学・教

育懇談会
�19日　盛岡北部行政事務組合議会第 2回定例

会（組合議会議員）
�22日　市議会議員・農業委員会委員懇談会
�23日　議会広報特別委員会
�25～26日　議会広報特別委員会行政視察研修

（青森県平川市ほか）

議会の動き（8月～10月） 総務常任委員会は、8月 9、10の両日、山形県

上山
かみのやま

市を視察。上山市では、武家屋敷通り整備な

ど、上山らしさ（城下町・温泉町・宿場町）にこ

だわった地域づくり活動などを研修しました。

教育民生常任委員会は、8 月20、21の両日、

福島県喜多方市などを視察。喜多方市では、毎

年 8 月に市内16カ所で劇団や音楽家が公演する

喜多方発21世紀シアターなどを研修しました。

産業建設常任委員会では、8月27、28の両日、山

形県飯
いい

豊
で

町
まち

などを視察しました。飯豊町では、農

家民宿を営む農家を訪れ、農家民宿を始めたきっ

かけなどについて話を伺いました。

総
務
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

喜
多
方
発
21
世
紀
シ
ア
タ
ー
の
説
明
を

受
け
る
教
育
民
生
常
任
委
員

飯
豊
町
の
中
津
川
集
落
で
農
家
民
宿
を

営
む
五い

十か

嵐ら
し

さ
ん
ご
夫
妻
（
写
真
左
奥
）
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上
山
市
で
は
、ス
ク
リ
ー
ン
に
写
真
な
ど
を

映
し
な
が
ら
説
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を
受
け
ま
し
た

●

●

●
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あ
れ
ほ
ど
暑
か
っ
た
夏
が
過
ぎ
、
ち
ょ
っ

ぴ
り
秋
を
思
わ
せ
る
９
月
４
日
か
ら
27
日
ま

で
、
９
月
定
例
議
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
八

幡
平
市
誕
生
か
ら
２
年
が
た
ち
、
任
期
後
半

へ
の
意
欲
を
熱
く
語
る
田
村
市
長
の
姿
が
頼

も
し
い
議
会
で
し
た
。

思
い
は
八
幡
平
市
の
未
来
の
た
め
に
、
ま

ず
は
平
成
20
年
度
の
予
算
編
成
に
向
け
、
重

要
な
こ
の
時
期
に
交
わ
さ
れ
た
議
論
が
熱
く

な
い
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。

広
報
を
通
じ
て
少
し
で
も
市
民
の
皆
さ
ん

へ
、議
会
の
様
子
が
伝
わ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
�
橋
　
守

副
委
員
長
　
三
浦
榮
吉

委
　
　
員
　
�
橋
悦
郎
　
　
工
藤
直
道

古
川
津
好
　
　
工
藤
　
剛

七時雨山南側に残る旧鹿角街道には、留の沢一里塚、飛脚殉

職の碑やお助け小屋跡など、かつての面影を伝える遺跡が点在

しています。さらに進むと、マンダ（シナノキ科、和名オオバ

ボダイジュ）の並木が出迎え、生命の息遣いを感じることがで

きます。（場所：県道田代平西根線から「西根老人憩の家」付

近のＴ字路で曲がり、4.3km先のＴ字路で砂利道に入る。さら

に1kmで登山道駐車場に到着。ここから登山道を徒歩 5分）

隠れた名所探訪◯6 旧鹿角街道・マンダ並木

表　紙　紹　介

写
真
上
＝
平
舘
保
育
所
の
園
児
た
ち

写
真
下
＝
松
尾
（
下
時
森
）
に
お
住
ま
い

の
吉き

ち

川か
わ

忠
た
だ
し

さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
（
前
列

左
か
ら
ツ
ル
さ
ん
・
忠
さ
ん
ご
夫
妻
と
一か

ず

樹き

く
ん
。
後
列
左
か
ら
佳か

奈な

子こ

さ
ん
・
和か

ず

慶よ
し

さ
ん
ご
夫
妻
、
征ま

さ

徹み
ち

さ
ん
、
直な

お

正ま
さ

さ

ん
・
恵え

美み

子こ

さ
ん
ご
夫
妻
）

橋　　守

き
が
と
あ


